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1  1ま  し め に

1993年冷害で生産された自給粗飼料の成分特性を明らか

にし,家畜への適正給与に役立つ情報を得るため,県内各
地から自給粗飼料を収集し,飼料成分を過去 2か年の値と
比較検討した。

2試 験 方 法

乾草,不稔イナワラは80℃24時間,サイレージは60℃ 24

時間 (ト ウモロコンサイレージ48時間)乾燥後粉砕し,分
析に供した。

粗蛋自質は硫酸・過酸化水素の分解後のケルダール法
,

ADFはデタージェント法,ミ ネラルは硫酸・過酸化水素
分解液を用いて定法により,N03-Nはイオンメータ法に
より求めた。なお,粗繊維はADFよ り推定した。
TDNについては,混播牧草の乾草,サ イレージとも
Maninの式を用い,ト ウモロコンサイレージは名久井の
式を用いてそれぞれADFか ら推定した。また,不稔イネ
(不稔率30～90%)は 6成分を求め消化率 (青森畜試1981)
より推定した。なお,発酵品質は官能法により調査した。

3 試験結果及び考察

0)牧乾草の成分
仕上り水分は平均では平年並であったが,水分が高くカ
ビの発生やカビ臭のするものも認められた。表 1に示す栄
養成分を平均値で比較すると,どの番草とも粗蛋自質は平
年と変わらないが,繊維分が高くTDNが平年より2%程
度低い傾向が認められた。 1番草のTDN分布の年次間比
較では1993年は低水準側にンフトしており,平均値以上に

個々の品質較差は大きかったことがうかがわれた (図 1)。

ミネラル含量やノ`ランスは平年と大差はなかったが,N03~
N含量はサイレージより高く 02%以上の危険値は 1番

草で47%,2～ 3番草は65%を 占め,平均値ですべての番
草で02%を越えた。N03-N含 量はK含量とγ=0797
(Pく(305)の有意な相関関係が求められ,糞尿施用量と
の関連が深いと推察された。

2)牧草サイレージの成分と品質
発酵品質はロールラップサイレージが良質発酵したもの

が多いのに対し,他の方法で調製されたサイレージは,水
分,pHが高く,ア ンモニア臭のするものが多く,カ ビの
発生が認められた。冷害条件下では調製法による品質の較

差が大きく,ロ ールラップサイレージの有利性が注目され

た。

栄養品質は 1番草はTDNで平年よりやや低い程度であっ
たが,図 2に示すTDNの分布では乾草同様低水準側にシ
フトしており冷害の影響が認められた。 2～ 3番草は粗蛋
自質,繊維,ミ ネラル含量やバランスは平年とはぼ変わり
なかった (表 2)。 2～ 3番草のTDNは 乾草より約 5%
高く維持され,利慣天候時のサイレージの有効性を示した。
N03-N含量は 1番草, 2～ 3番草とも平均015%前
後で乾草より低く抑えられた。

3)ト ウモロコンサイレージの成分と品質
刈取時期構成割合は乳熟期72%,糊熟期518%,黄熟期
410%で全般的に登熟が遅れ,早刈傾向のため水分がやや
高かった。pHは平均40で通常より高く,42以上が256
%を占め,不良発酵のものも認められた。
粗蛋白質;繊維,TDN, ミネラル含量やバランスは平
年とほぼ変わりなかった (表 3)。 N03-N含量は平年よ
り高い傾向にあるが02%以上の危険値は未熟刈りの 1点
のみで,平均値は005%の低水準であった。これらの傾向
は1988年の冷害時と同様であった。

以上のことからトウモロコンは冷害時でも糊熟期以降に

収穫すれば平年とはとんど差のない飼料成分が得られるこ

とが分かった。
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図 2図 1 混播牧乾草 (1番草)の TDN分布
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表 1 混播牧乾草の飼料成分

番草 年度    驚物薄 醤薯 粗繊維 ADF TDN  P   Ca  Mg  K  Ca/P 千釜I N03-N 
備 考

1991        855   109   31 3   369   539   023   034   018   248   1 55   209    -    n=43
1992        857    84   348   41 3   489   023   026   016   264   1 20   275    -    n-25

1

1993最低 730  40 286 385 393 018 005 009 110 022 0% 007 n-30
平均 852 102 358 427 473 028 038 017 229 141 201 021

1991        875   126   344   408   494   028   033   022   286   1 23   2 20    -    n=22
1992        844   11 9   333   395   509   025   0 25   022   300   1 09   2 73     -    n‐  5

2～3   最高 893 175 412 494 639 047 124 040 380 389 391 043
1993最低 73 8  61 24 5 28 2 39 5 0 16 0 13 0 09 0 72 0 66 0 46 0 1l n‐ 20
月「彙与  849   120   350   416   485   032   051   019   237   1 62   1 81   025

表2 混播牧草サイレージの飼料成分

番草 年度    費劣ヂT雷層≡可轟轟雇三15FTf:こ
――
F―

塑
≒二「

―
巧:∫

L≦

il ca/P K/CO NO`― N 備考

1991        579   122   319   877   532   026   050   022   319   201   2 19    -    n‐ 37

1

1993最低 202  64 269 312 404 019 012 009 148 038 1∞  006 n=34
平均 573 119 842 406 497 028 032 017 277 116 252 013

1991        51 2   157   31 9   376   531   036   046   027   327   1 58   197    -    n‐ 7
1992        61 7   107   325   383   523   033   039   0 19   353   1 18   260    -    n=2

2～3   最高 889 215 422 506 668 065 077 037 468 251 343 037
1993最低 256  78 225 257 381 023 026 015 113 042 048 004 n‐ 22
平均 555 147 316 372 535 035 041 023 278 121 191 015

表3 トウモロコンサイレージの飼料成分

483   127
1993最低 35  151  51 144
平均 40 259  80 233

189   630   009
296   670   026

007   005   1 11   028
0 17   0 14   1 70   071

001 n‐ 83
005

表 4 1993年産 不稔イネ (ワ ラ・サイレージ)の飼料成分特性

区  分
粗繊維 ADF TDN  P   Ca  Mg  K  Ca/P 

埠偏 ,NO,一N 
備 考｀́°′ 白質 “輌'“

0ル■ 'レ
'ヽ
  ■  νこ  ,V`る   工ヽ νO′ r +M「 υ`' パ

ブ然′ ,    責11講  927   91   374   403   608   032   040   020   1 71   297   165   030
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`ざ

6J,Iこう5 JM Ibケ i,こ 16ラ bil n‐ 30

普通イナワラ    878 54 323 392 428 013 030 010 195 231 215  - E本 彎‐～  ́  ́   ― ‐ マ・ ‐‐‐ ‐‐̈  ・‐ψ ―～ ―ψ。 。‐‐
_,Vν _“

‐・  4'ψ     飼 料

乾物率
(%)

“

)不稔イネ (ヮ ラ,サ イレージ)の成分
栄養成分は普通ワラより粗蛋白質,TDNが高 く,繊維
分は低い。 ミネラル含量はP,Mgが高く,Kは低 、ヽ
NO`― N含量は大部分が危険値 (02%)以下であった
が地域によって高いものもみられた。サイレージは無添加

でも調製原則を守れば,良質なものが生産された (表 4)。

長期堆積後や水分が高めで収納されたものはカビの発生が

認められ,注意が必要であるが、不稔イネの活用は冷害時
の粗飼料対策として有望と思われた。

4 ま と め

以上,冷害時の粗飼料の成分特性として, トウモロコシ

サイレージは平年と変わらず安定しているのに対し,牧乾
草 ,牧草サイレージは番草により若干異なるものの,平均

値でTDNがやや低い程度で大差ないが,個々の品質較差
が大きいこと,N03-含量には注意が必要で,給与に役立
てるには個別の分析結果の把握が大切と思われた。
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